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○改
202１年3月31日迄の自賠責共済掛金内容

契約期間
１２ヶ月契約 ２４ヶ月契約 ３６ヶ月契約

車 種

自 家 用 乗 用 自 動 車 １３，４１０円 ２１，５５０円 （２９，５２０円）

軽 自 動 車 １３，２１０円 ２１，１４０円 （２８，９１０円）

自 家 用 小 型 貨 物 自 動 車 １５，０５０円 （２４，７９０円）

二 輪 車 （２５０ＣＣ超え） ７，４２０円 ９，６８０円 （１１，９００円）

二 輪 車 （１２５ＣＣ～２５０ＣＣ） ７，６７０円 １0，160円 １２，６００円

原動機付自転車 （１２５ＣＣ以下） ７，０６０円 ８，９５０円 １０，７９０円

損 害 内 容 共 済 金 の 概 要 支 払 限 度 額

傷害による損害 治療関係費、文書料、休業損害、慰謝料 最高 １２０万円傷
後遺障害による損害 過失利益、慰謝料 神経系統等に著しい障

害を残して常時介護が害 必要な場合

の 最高４０００万円
場 後遺障害の程度
合 （１４等級あり）

最高３０００万円
死亡による損害 葬儀費、過失利益

死 慰謝料(本人および遺族) 最高３０００万円
亡
の 死亡するまでの傷害による 治療関係費、文書料、休業損害、慰謝料 最高 １２０万円
場 損害
合

自賠責共済掛金表 ２０２１年４月１日以降始期契約より
契約期間

１２ヶ月契約 ２４ヶ月契約 ３６ヶ月契約
車 種

自 家 用 乗 用 自 動 車 １２，７００円 ２０，０１０円 （２７，１８０円）

軽 自 動 車 １２，５５０円 １９，７３０円 （２６，７６０円）

自 家 用 小 型 貨 物 自 動 車 １４，２８０円 （２３，１５０円）

二 輪 車 （２５０ＣＣ超え） ７，２７０円 ９，２７０円 （１１，２３０円）

二 輪 車 （１２５ＣＣ～２５０ＣＣ） ７，５４０円 ９，７７０円 １１，９６０円

原動機付自転車 （１２５ＣＣ以下） ７，０７０円 ８，８５０円 １０，５９０円

※ （ ）内の金額については『新車登録時』に必要となる共済掛金になります。
※ 「車検証」および「自賠責保険(共済)証明書」と「掛金」を持参で 組合 までお越し下さい。
なお、御不明な点が御座いましたらお気軽にお問い合わせ下さい。

～ 住まいる共済で「安心」を確実なものに!! 備えこそ大きな力～

近年、地球温暖化が原因とされる大規模な『自然災害』が全国各地で多発しています。これ
からの７月～10月頃を中心にして、毎年のように記録的な"豪雨"および"台風"が発生して甚
大な被害が起きている事は言うまでもありません。
平成20年7月28日に石川県内でも『ゲリラ豪雨』による金沢市中心部を流れる"浅野川"

が、1953年（昭和28年）以来の55年ぶりの氾濫による大災害（7.28豪雨）が起こりました。
当時、金沢市医王山周辺は3時間で251㎜（1時間に138㎜）に達する観測史上最大の局

地的豪雨に襲われ、浅野川上流域の金沢市芝原町・折谷町・板ヶ谷町等で崖崩れ・土石流を
含む土砂災害が多数発生し、砂防施設や堤防等の公共土木施設が損壊、一部の住宅が全壊・
半壊し、約100棟に及ぶ家屋が浸水する被害となりました。その後も中流域の市街地でも水が
溢れ出し、約1800棟以上の家屋で床上・床下浸水、果樹園や農地等でも冠水する甚大な被
害が発生しました。
いつ起きるか分からない"自然の猛威"に、日頃から我々が出来る準備（備え）として現在加

入されている「火災保険（共済）」だけでは低額保障（自己負担増）となり、一部の風水害等の
保障付帯については"特約"による付帯方式を採用しており、地震（津波）等に関しても保障対
象外※となり、別途で地震保険（共済）への加入が必要となります。
※ 被害の概要が「火災」でも、発生原因が「地震」である場合には火災保険（共済）だけでは支払対象とはなりません。
自然災害による損害に備えるためには、まずは御自身の現在の加入状況を確認する上で

『風水害』『地震』等が保障対象であるかどうかも踏まえて、保険（共済）内容等に今一度見直
しを考えてみては如何でしょうか。
火災や自然災害等で被災した際に、家電製品・家具・衣類・寝具…の『家財』に関しては再

使用がほぼ困難となり、多くの場合に事実上は買い替えとなります。その保有する家財は意外
と多くあり、その買い替え費用（例）世帯主40歳以上・4人家族：約2000万円〔こくみん共済Ｃｏｏｐ調べ〕も
の更なる負担として重くのし掛かります。これが現実です！！

『住まいる共済』 ＜ 火災共済・自然災害共済の事由別支払状況 ＞
2018年度調べ 170，644 件 （総件数）

台風：74.7％ 降雪：7.0％ 地震：6.9％ 落雷：2.5％ その他自然災害：4.5％ 他の原因：4.4％

台風・降雪・落雷・地震等の自然災害が全体の約95.6％に至っております！！
〔近年に起きた自然災害が原因とされる甚大な被害〕
発 生 月 日 災 害 名 お よ び 内 容

2011年3月 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）……M9.0の巨大地震（国内観測史上最大）

2011年3月 長野県北部地震（栄村大地震）……M6.7（家屋倒壊・土砂崩れ等の大きな被害）

2016年4月 熊本地震……震度7を観測するなど、熊本県・大分県・長崎県を中心に被害（死者273人）

2018年7月 西日本豪雨……広島県・愛媛県等に甚大な被害（死者263人）

2019年8月 九州北部豪雨……長崎県・佐賀県・福岡県の広い範囲（全壊87棟・半壊110棟）
2019年9月 令和元年房総半島台風……千葉県を中心に甚大な被害（全壊457棟・半壊4806棟）
2019年10月 令和元年東日本台風……静岡県、関東・甲信越・東北地方の広い範囲で記録的な大雨被害

2020年7月 令和2年7月豪雨……熊本県、九州・中部地方で集中豪雨（全壊1620棟・半壊4509棟）

2021年2月 福島県沖地震……最大震度6強。2011年3月の東日本大震災の余震であるとされている。


